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豊
田
市
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団

接
種
を
、
５
月
３
０
日
か
ら
順
次
開

始
し
ま
す
。
１
回
目
は
５
月
３
０
日

（
日
）
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
、
日
本
赤

十
字
豊
田
看
護
大
学
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
（
株
）
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
で
、
対
象
者
は

会
場
周
辺
の
居
住
者
。
（
約
２
，
５

０
０
人
）
２
回
目
６
月
５
日
（
土
）、

３
回
目
６
月
６
日
（
日
）（
人
数
は

未
定
）
４
回
目
以
降
は
下
記
の
会
場

で
す
。 

◆
接
種
券 

電
話
の
混
雑
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
、
接
種
日
ご
と
に
分
散

し
て
通
知
し
ま
す
。
初
回
（
５
月
３

０
日
）
の
分
は
約
２
，
５
０
０
人
分

を
、
１
７
日
に
発
送
し
、
以
降
は
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
状
況
に
応
じ
て
発

送
し
ま
す
。 

◆
予
約
方
法 

 

接
種
券
が
届
い
た
方
を
対
象
に

受
付
け
、
５
月
１
８
日
（
火
）
午
前

９
時
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。 

【
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】 

☎
（
０
５
６
５
）
３
４‐

６
９
７
５ 

fax

（
０
５
６
５
）
３
４-

６
９
２
９

ラ
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
。 

▪
７
５
歳
以
上
の
方
の
個
別
接
種

は
、
６
月
以
降
の
予
定
。 

 

指
定
管
理
と
な
り
ま
す
が
、
キ
ャ

ン
プ
用
品
な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
、
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
、
キ
ャ
ン
プ
デ

ッ
キ
な
ど
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
設
計
施
工
の
金
額
は
５
億
６
７

０
０
万
円
で
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
案
内
事
務
所
）
の
整
備
費
が

３
千
３
０
万
円
と
の
こ
と
で
す
。

他
に
カ
フ
ェ
（
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
）
、
乗
馬
場
が
経
営
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

広
大
な
緑
地
を
有
し
、
魅
力
あ

る
鞍
ケ
池
公
園
に
は
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
て
い
ま

 

指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
た

鞍
ケ
池
公
園
は
、
４
月
１
日
か
ら

民
間
企
業
に
よ
る
施
工
・
管
理
運

営
に
代
わ
り
、
カ
フ
ェ
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
乗
馬
場
な

ど
が
、
順
次
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
す
。

鞍
ケ
池
公
園
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
共
同
企
業
体
（
大
和
リ
ー
ス
、

ホ
ー
メ
ッ
ク
ス
、
川
合
造
園
土
木
、

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
地
方
創
生
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
エ
ル
ミ
オ
ー
レ
）

に
よ
る
２
０
３
０
年
３
月
ま
で
の

す
が
、
市
民
か
ら
は
「
な
ぜ
、
自

然
の
中
に
都
会
に
あ
る
よ
う
な
レ

ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
を
建
て
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
公
園
を
楽
し

む
市
民
ニ
ー
ズ
は
尊
重
さ
れ
る
の

か
。
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

一
方
、
市
街
地
に
あ
る
毘
森
公

園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
老
朽
化

し
、
プ
ー
ル
も
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
具
の
整
備

を
含
め
、
利
用
し
や
す
く
市
民
が

身
近
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
公

園
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

◆
４
回
目
以
降
の
接
種
会
場 

加
茂
看
護
専
門
学
校
（
浄
水
町
） 

つ
ど
い
の
丘
（
全
ト
ヨ
タ
労
連
研
修

セ
ン
タ
ー
・
西
中
山
町
）
足
助
病
院
、

市
役
所
、
ト
ヨ
タ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
保
見
町
）、
フ
ォ
レ
ス
タ
ヒ
ル
ズ
、

高
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
高

岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
上

郷
・
松
平
。
藤
岡
・
稲
武
・
旭
・
小

原
の
各
交
流
館
、
下
山
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー 

 

 

 

芝
生
広
場
か
ら
見
た
若
草
山 

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
が 

   

若草山に設置されたトレーラーハウス 

 

整備概要 

・トレーラーハウス 5 棟 

・キャンプデッキ  ３サイト 

・サニタリー棟（トイレ・シャワ

ー室） 

・レストラン、ショップ 

・サービスセンター 

他の事業   カフェ、乗馬体験施設 

 

 

 

 

 

 



ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
施
策
と
し
て
、

特
別
の
位
置
づ
け
を
持
っ
た
事
業

の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
の
で
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
「
こ
の
ま
ま

で
は
地
球
が
危
な
い
、
持
続
可

能
な
世
界
を
」 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（Sustainable 

 

Development 
Goals

）
の
略
称

で
、
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
ま
人
類
は
地
球
の
再
生
能
力

の
１
・
６
９
倍
の
資
源
を
消
費
し
続

け
て
い
ま
す
が
、
仮
に
世
界
中
の
人

が
米
国
と
同
じ
ペ
ー
ス
で
資
源
を

使
え
ば
地
球
４
・
９
７
個
分
、
日
本

の
ペ
ー
ス
な
ら
２
・
７
６
個
分
も
消

費
す
る
計
算
で
す
。
と
こ
ろ
が
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
ペ
ー
ス
な
ら
、
地
球

０
・
３
個
分
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
現

状
で
は
、
極
端
な
資
源
浪
費
を
続
け

な
が
ら
、
貧
困
と
格
差
の
解
消
が
で

き
て
い
な
い
の
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
本

来
の
目
標
は
、
地
球
１
個
分
へ
と

「
資
源
消
費
量
を
減
ら
す
」
と
と
も

に
、
世
界
・
地
域
・
国
な
ど
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
で
「
貧
困
と
格
差
を
減
ら

す
」
こ
と
で
す
。 

 

「
愛
知
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
、「
み

ず
・
食
料
・
機
構
・
エ
ネ
ル
ギ
な
ど 
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の
達
成
へ
の
貢
献
を
掲
げ
、
経

済
・
社
会
・
環
境
の
３
側
面
に
わ

た
る
重
要
政
策
の
着
実
な
実
施
を

通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
」
。 

 
「
リ
ニ
ア
の
推
進
」
や
「
中
部

国
際
空
港
の
第
２
滑
走
路
の
整

備
」
の
事
業
は
、
「
目
標
９-

強
靭

な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
包
摂
的

で
持
続
可
能
な
産
業
化
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
」
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

「
目
標
９
」
は
、
８
つ
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
例
示
し
て
い
ま
す
が
、
第

１
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
「
全
て
の
人
々

に
安
価
で
公
平
な
ア
ク
セ
ス
に
重

点
を
置
い
た
経
済
発
展
と
人
間
の

福
祉
を
支
援
す
る
た
め
に
、
地

域
・
越
境
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
質
の

高
い
、
信
頼
で
き
、
持
続
可
能
か

つ
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
を
開
発
す

る
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
振
り

分
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
愛
知
県
が
掲

げ
る
主
要
な
政
策
を
恣
意
的
に

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１
７
の
目
標
」
に

ふ
る
い
分
け
、
あ
た
か
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ 

愛
知
県
は
３
月
３
０
日
、
「
２

０
２
１
年
度
愛
知
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
発
表
。
併
せ

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
県

民
に
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。「
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
見
る
と
、「
本

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
の
達
成
に
向
け

た
主
要
な
取
組
」
と
し
て
、
「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
推
進
」
「
中

部
国
際
空
港
の
第
２
滑
走
路
の
整

備
促
進
」
「
航
空
宇
宙
産
業
振
興

事
業
」
「
次
世
代
自
動
車
の
普
及

促
進
」
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

の
推
進
」
な
ど
、
愛
知
県
が
「
世

界
に
輝
く
」
と
標
榜
す
る
施
策
を

た
く
さ
ん
並
び
た
て
て
い
ま
す
。 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
「
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
の
「
作
成
の
趣
旨
」

が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
同
じ
２
０
３

０
年
を
目
標
年
度
と
す
る
長
期
計

画
と
し
て
、
「
あ
い
ち
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
０
」
を
策
定
し
、
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
踏
ま
え
た
各
種
の
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
「
地
域
づ
く
り
の

推
進
に
当
た
っ
て
の
横
断
的
な
視

点
」
の
一
つ
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

を
地
球
規
模
で
見
る
と
、
世
界
は
１

つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
地
球
市
民
の
わ
た
し
た

ち
が
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
よ
り

良
い
世
界
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

目
指
す
べ
き
未
来
の
姿
や
ゴ
ー
ル

(

目
標)

が
必
要
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
地
球
が
危
な
い
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
た
め
の
将
来
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
を
つ
く
ろ
う
」
「
１
７
の
目
標

は
、
「
経
済
」
は
「
社
会
」
に
、
「
社

会
」
は
「
環
境
」
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

社
会
と
経
済
は
「
環
境
を
土

台
」
に
成
立
し
て
い
る 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
を
提
唱
し
た

ヨ
ハ
ン
・
ロ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ム
氏
と

パ
ヴ
ァ
ン
・
ス
ク
デ
ブ
氏
は
、
「
環

境
保
護
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
人

間
社
会
と
経
済
活
動
は
環
境
を
土

台
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
強
く

訴
え
て
い
ま
す
。
「
２
０
２
１
年
度

愛
知
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
政
策
パ
ッ
ケ
ー 

度
愛
知
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
政
策
パ
ッ
ジ
」

の
２
０
ペ
ー
ジ
に

「
愛
知
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
計

画
」
の
抜
粋
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

「
リ
ニ
ア
を
イ
ン
パ
ク
ト
に
、「
世

界
の
中
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
大

都
市
圏
」
を
つ
く
り
、
第
１
に
「
経

済
・
・
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
一

の
産
業
の
拠
点
・
創
造
拠
点
」
を
う

た
い
、
第
２
に
「
社
会
」
、
最
後
に

「
環
境
」
を
置
い
て
い
ま
す
。 

提
唱
者
の
理
念
を
踏
ま
え
る
な

ら
ば
、
最
初
に
ま
ず
「
す
べ
て
の
土

台
で
あ
る
環
境
」
を
据
え
て
、
そ
し

て
「
人
間
社
会
」
「
経
済
活
動
」
の

あ
り
様
を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
脱
炭
素
社
会
を
標
榜

し
な
が
ら
「
原
発
ゼ
ロ
」
や
「
火
力

発
電
ゼ
ロ
」
を
あ
く
ま
で
排
除
す
る

経
済
界
の
不
当
な
考
え
に
支
配
さ

れ
ず
、
発
想
を
１
８
０
度
ひ
っ
く
り

返
し
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
野
心
的

な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
掲
げ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
日
本
共
産
党
愛
知
県
委
員
会 

県
政
資
料
４
月
２
４
日
付
よ
り
） 


